
Japan Advanced Institute of Science and Technology

JAIST Repository
https://dspace.jaist.ac.jp/

Title 国際標準化活動の地域的偏在の事例分析

Author(s) 坂元, 耕三

Citation 年次学術大会講演要旨集, 27: 867-870

Issue Date 2012-10-27

Type Conference Paper

Text version publisher

URL http://hdl.handle.net/10119/11158

Rights

本著作物は研究・技術計画学会の許可のもとに掲載す

るものです。This material is posted here with

permission of the Japan Society for Science

Policy and Research Management.

Description 一般講演要旨



― 867―

得られる࣓リットもインター࢙ࣇイスによって相対的だろう。ᶆ‽インター࢙ࣇイスは、「同㉁での

っらࡰう」な代≀ではない。それは、それを生ᡂする主యの࢞バࢼンス࣓カ࣒ࢬࢽや調ᩚ࣓カ࣒ࢬࢽ

に影響を受けた様々な「異㉁な⾲情をもった」もののはずである。 
ᶆ‽インター࢙ࣇイスにᇙめ㎸まれる調ᩚ࣓カ࣒ࢬࢽはいかなる性᱁なのか㸽 ࣓カ࣒ࢬࢽをᇙめ

㎸ࡴために㐺合的な⤌⧊・⤌⧊間アーキテクチャはいかなるᙧ態なのか㸽 そして、なࡐそのような調

ᩚ࣓カ࣒ࢬࢽや⤌⧊間アーキテクチャでなけれࡤならないのか㸽 これらを理論的に明らかにしてい

くస業が、ᡃ々の๓に手かずのままṧっている。本報告は、᪤Ꮡ理論が✚ࡳṧしているこれらの大き

な課題にᛂえるための、ᑠさな➨一Ṍとなる事研究である。 
 
 
࠙結論と௬ㄝࠚ 
自動㌴࣓ーカ間のỈᖹ的調ᩚによるࣘースケースの⤠り㎸ࡳによって、日本のコンࢯーࢩア࣒ではテ

ストカバレッジを高めるための活動に資源をり向けることにした。その結果、Ḣᕞのコンࢯーࢩア࣒

よりも「狭くて῝い」特ᚩをもつ CTSpec㸦㐺合性ヨ験仕様）が策定された。ᶆ‽インター࢙ࣇイスの

確ᐇ性とỗ用性のトレードࣇ࢜において、日本のコンࢯーࢩア࣒では、相㐠用性の㠃で確ᐇ性を重ど

する㛤発ᛮをもって CTSpec が策定された。 
 

Ḣᕞ発と日本発の㐺合性ヨ験仕様の関ಀ 

 
 

� ௬ㄝ 1㸸Ḣᕞのコンࢯーࢩア࣒㸦FRC）が「ὸくてᗈい」CTSpec を策定したのは、多くのࣘー

ザーに安価な㐺合性評価費用で࣐イコンを౪給したい༙ᑟయ࣋ンࢲのインセンティࣈが、コンࢯ

ーࢩア࣒の意ᛮỴ定にᙉく働いたからである。 
� ௬ㄝ 2㸸Ḣᕞのコンࢯーࢩア࣒㸦FRC）が「ὸくてᗈい」CTSpec を策定したのは、相㐠用

性に関ࢃる「ရ㉁」プレ࣑ア࣒を⋓得したい自動㌴࣓ーカのインセンティࣈが、コンࢯーࢩア࣒

の意ᛮỴ定に働いたからである。 
� ௬ㄝ 3㸸日本のコンࢯーࢩア࣒㸦JasPar）が「῝くて狭い」CTSpec を策定したのは、ࢧプ

ライࣖの評価能ຊの足を⿵いたい自動㌴࣓ーカのインセンティࣈが、コンࢯーࢩア࣒の意ᛮỴ

定に働いたからである。 
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